
平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日
提
出

質

問

第

五

五

号

政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
の
支
払
い
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
の
支
払
い
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
に
、
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
（
以
下
、
改
正
法
案
と
い
う
。
）
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

外
国
人
労
働
者
が
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
報
酬
の
決
定
や
支
払
い
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施

設
の
利
用
そ
の
他
の
待
遇
に
つ
い
て
、
差
別
的
取
扱
い
を
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ど
う
や
っ
て
確
認
し
ま
す
か
。
ま
た
、

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

二

外
国
人
の
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
、
残
業
代
を
時
給
三
百
円
に
設
定
し
、
そ
の
支
払
い
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
労
働
基
準
法

違
反
が
横
行
し
て
い
ま
す
が
、
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
で
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
生
で
頻
発
し

て
い
る
労
働
基
準
法
違
反
は
生
じ
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
生
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
規
制
や
監
督
、
罰
則
が
厳
し

く
な
る
の
で
す
か
。

三

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
の
、
出
身
国
に
居
住
す
る
配
偶
者
が
出
産
を
し
た
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
は
支
給
さ
れ

一



ま
す
か
。

四

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
男
性
で
も
、
女
性
で
も
、
日
本
に
在
留
中
に
結
婚
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

五

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
一
定
の
条
件
で
の
、
自
ら
の
意
思
に
よ
る
転
職
が
認
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
に
よ

る
、
転
職
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
全
国
に
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
に
よ
る
対
応
が
可

能
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
何
ヵ
所
あ
り
、
そ
れ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
。

六

特
定
技
能
一
号
の
外
国
人
労
働
者
の
、
一
定
の
条
件
で
の
、
自
ら
の
意
思
に
よ
る
転
職
は
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
誰
に
転
職
の
相
談
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

七

最
低
賃
金
を
下
回
る
報
酬
、
長
時
間
労
働
、
残
業
代
不
払
い
な
ど
の
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
状
態
で
技
能
実
習
生
を

雇
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
ら
、
雇
用
主
は
ど
の
よ
う
な
罰
則
の
適
用
を
受
け
ま
す
か
。
過
去
五
年
、
何
ヵ
所
が
摘
発
さ

れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
労
働
基
準
法
違
反
が
減
ら
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。
政
府
は
、
改
正
法
案
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
外

国
人
労
働
者
に
対
す
る
労
働
基
準
法
違
反
が
減
少
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
増
加
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

理
由
と
と
も
に
示
し
て
下
さ
い
。

二



八

外
国
人
技
能
実
習
生
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
何
人
で
、
外
国
人
技
能
実
習
生
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
か
。

九

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
必
ず
被
用
者
が
加
入
す
る
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
か
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

十

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
必
ず
厚
生
年
金
に
加
入
し
ま
す
か
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
あ
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

十
一

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
は
、
短
時
間
労
働
者
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
か
。

そ
の
場
合
、
二
以
上
の
事
業
所
で
労
働
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

十
二

特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
は
、
日
本
で
の
在
留
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
年
金

法
の
第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
。
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
せ
ば
、
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
の
配
偶
者
が
第
三
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合
、
年
金
を
受
給
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。
具
体
的
な
事
例
を
示
し
て
下
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

三


